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プレスリリース 2015ফ2月24日 
国境なき医師団（MSF） 

 
 

 
エボラলഷ೸の実験৓੘探薬ファビピラビル（商品名アビガン）のಏ෫試験で、ഷর崎崌ルス挪の少な
い患者の拎ಝ૨ਬきৣ岼についてはથ望なものの、ഷর崎崌ルス挪が多く重篤な患者については効能が
ৄられないことを示唆する初期成績が得られた。 
 
このಏ෫試験は、フランス国য়৳掕医৾挣捨ਚ（INSERM）の主導により、ギニアのゲケドゥ県にある
国境なき医師団（MSF）のエボラ੘探崣ン崧ーで2014ফ 12月 17日に開始された。その後、試験は
規模を拡大し、国内のン崤レ崛レ県と嵆崣ン崧県のエボラ੘探崣ン崧ーの患者も被験者として現在も続い
ている。 
 

 
 
ਂ૞ਸ崤嵕岞ૌ২峘਋ୄ峬ない 
 
患者はಏ෫試験への参加・ਂ参加を判断する前に実験薬と試験について十分な説明を受ける。ಏ෫
試験のMSF側責任者アニク・アンティレンス医師は「もちろん、希望しない患者に実験৓੘探はষいませ
ん。その代わりに૭能な拘りの੍੅探১を提供します」と話す。 
 
これまでのところ、ゲケドゥの੘探崣ン崧ーで実験৓੘探へのਂ参加を選んだ患者はいない。MSF の看護
師ジュリアン・ドムルドゥルによると、多くの患者が੘探への参加を光栄と考え、全世界が望む抗エボラ薬の
৅ৄに貢献できることを誇りに思っているという。ただ、その一方でૌ২な楽観視や、淡い期待もないよう
だ。「実験薬の投与を受けようと受けまいとエボラによる拎ಝ૨は相当なものなのだと、患者たちもわかって
います」 
 
MSF の医探ス崧崫フも、੘探崣ン崧ーがಏ෫試験にఞ与していることを光栄に૎じる一方、現実৓なৄ
方を৳っている。ドムルドゥルは「実験৓੘探がથ効な患者とそうでない患者のいることをનੳしています。
৚挴するযもಝくなるযも岴り、その挆いがেじるਉ౤はਂ明です」と話す。 
 
血中ウイルス୤૘ない೩঻峙ଈಝ૨઄੖ 
 
INSERM によると、ഷরのエボラ崎崌ルス捛がૻຎ৓拯い患者については拎ಝ૨が 30％から 15％に半
੖して岴り効ટが期待できるが、崎崌ルス捛のৈい患者と৵ుには効ટがৄられないという。 
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アンティレンス医師は「さらなる挣捨が੷峫られることは明らかです。০৚の੥ટはྫ定৓なものでഫહけ
が必要であり、試験は続けられています。相当数いる重篤患者への朗報とはなりませんでした。ファビピラ
ビルは特効薬ではないのです」と訴える。 
 
ファビピラビルのಏ෫試験は০後もギニアでಲ続されると同ৎに、その౎の੘探১の模ดもਤむ。੣੃崛
ナクリの MSF エボラ੘探崣ン崧ーでは、成য৚挴者から提供された、エボラ崎崌ルスへの抗৬を捋むഷ᪺
の投与のಏ෫試験がষわれている。2 月末には、同じくギニアでエボラワクチンの試験も始まる予定だ。 
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